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目的 皮膚腫瘍の切除前，切除直後，固定後の tumor thickness の変化を

高周波エコーを用いて評価し，標本から得られた組織学的な tumor 
thickness と比較する。 

研究デザイン 横断研究 
セッティング 大学病院 
対象者 ４７人の皮膚腫瘍患者 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ ２ ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ ３ ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ １２ ） 

介入（要因曝露） 皮膚腫瘍の切除前，切除直後，ホルマリン固定後の tumor thickness
を高周波エコーを用いて測定し，標本から得られた組織学的な

tumor thickness と比較する。 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 固定前後，標本で測定した tumor 
thickness の相関 

1. 主 要  2. 副 次  3. そ の 他

（ １ ） 
2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

腫瘍の切除に伴い緊張がなくなることで高周波エコーでの tumor 
thickness の測定値が術前より増加する。その後の固定によって収縮

し術前の高周波エコーでの測定値より組織学的な tumor thickness
はごくわずか縮小するが，全体としては相関（ ｒ＝0.98）している

 
 

結論 

腫瘍切除後に緊張がなくなることと，固定操作は互いに相殺し，全

体的にはエコーでの測定値と組織学的な測定値とは良好な相関がみ

られる。 
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と考えられ、優れた研究である。 
 
 

 
 
 




